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昨今の肥料の不正製造問題により、有機 JAS

の不適合資材を使用して生産された有機農産

物や、それらを原材料に使用して製造した有機

加工食品の多くが「有機 JAS 不適合」である

と発覚したことから、生産者をはじめ、加工業

者や小売業者など多方面にわたり多大なる被

害が生じました。当協会の認定事業者様のなか

にも大変な思いをされたかたが少なからずお

られ、なんともやるせない想いでいっぱいです。

心よりお見舞い申し上げます。 

 農水省では一連の事件をうけて、平成 28 年

4 月に「有機農産物の JAS 規格 別表等資材

の適合性判断基準及び手順書」（農林水産省食

料産業局食品製造課）を改訂し、生産者や資材

メーカー向けの資材が有機 JAS 適合であるこ

とを確認する手順書やチェックシートが追加

されました。今後は、資材メーカー等にも有機

農産物の JAS 規格・別表に適合する資材が満

たすべき条件の、正確な理解を促し、有機農産

物の信頼性を高めていくとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、有機 JAS の検査認証のチェック項目

となる「認定の技術的基準」も同年６月に改訂

され、以下のような内容の項目が追加されまし

た。「（六 認定生産行程管理者等の生産に係る

施設）ほ場、栽培場又は採取場に、生産行程管

理者の責に帰さない事由により使用禁止資材

が混入した場合において、当該使用禁止資材の

量が微量であると認められるときにあっては、

当該使用禁止資材を使用していないものとみ

なす。」というものです。（下線は加筆）しかし、

なにをもって「責に帰さない事由」になるのか、

「微量」とはどの程度の量をさすのかは、定め

られていません。 

 また、ほ場、栽培場または採取場で「当該使

用禁止資材を使用していないものとみなす。」

としておきながら、当該ほ場で生産された農産

物については、「有機農産物、有機加工食品、

有機飼料及び有機畜産物の生産行程について

の検査方法」（平成 28 年 6 月 1 日農林水産省

告示第 1255 号）にて、「認定生産行程管理者

等の責に帰さない事由により使用禁止資材が

ほ場、栽培場又は採取場に混入した場合におい

て、当該使用禁止資材の量が微量であると認め

られるときは、当該使用禁止資材が混入した日

から１年を経過した日以降に収穫された生産

荷口については、当該使用禁止資材を使用して

いないものとみなす。」としています。 
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 ほ場、栽培場または採取場で「使用禁止資材

を使用していないものとみなす」のであれば、

生産された農産物についても「１年を経過した

日以降に収穫」という規定を設けず、ほ場、栽

培場または採取場と同様の「使用していないも

のとみなす措置」＝（出荷可能）をとることも

妥当ではないかと思うのです。有機 JAS の規

格は、厳格な部分とファジーな部分が入り交じ

る複雑怪奇なところがあります。 

 有機農産物の肥培管理の原則である「当該ほ

場で生産された農産物の残さに由来する堆肥

の施用又はほ場やその周辺に生息、生育する生

物の機能を活用すること」で、農地の生産力が

維持増進できれば、外部資材の投入によるオー

ガニックリスクは発生しないわけですが、残念

ながらそうはなっていないのが実情です。肥料

取締法に基づき、各肥料メーカーが農林水産省

や都道府県に肥料登録を行う時点で有機 JAS

規格を満たすのか否かの判断を行うこと、各資

材メーカーのコンプライアンス体制が強化さ

れ、登録時と同様の製造方法が継続遂行される

ことが望まれます。 

 

 

  

 
農林水産省食料産業局食品製造課の主催に

よる平成 28 年度有機食品等登録認定機関連絡

会議が、独立行政法人農林水産消費安全技術セ

ンター（FAMIC）神戸センター会議室において

開催されました。この会議は毎年定例で、

FAMIC 本部のある埼玉県さいたま市と神戸の

2 か所で開催されています。内容は、FAMIC

による認定機関の年次監査結果の報告や、海外

との同等性交渉の進捗状況、有機農業推進法の

動向、JAS 規格や法令の改正などについての説

明および質疑応答です。 

今回のポイントは、すでに事業者の皆様には

お知らせしたところですが、①資材の適合性判

断手順の見直し、②法令の改正の 2点で、いず

れも昨年発生した、原料を偽装した不適合肥料

事案がその背景にあります。さらに「その他情

報提供」ということで、有機行程規格班の長谷

班長より、有機 JAS の対象に、現在の農林物

資には含まれていない、有機酒類やフェアトレ

ードなどを加えたいということ、そして懸案の

肥料等も農林物資として有機 JAS の対象にす

ることを検討したい、というちょっとしたサプ

ライズ発言がありました。しかし後者について

は、「だれが認証するのか、認証を受けようと

いう肥料メーカーはどれくらいあるのか、それ

よりも肥料取締法の中で有機 JAS 適合資材か

どうかを判断するべきではないのか」との意見

が会場からあり、それに賛同する声もいくつか

あった（私も同意見です）ことから、今後どう

進んでいくのかは不透明です。 

そのほかには、海外との同等性協議は、韓国

とは交渉が停滞しており、現在は台湾に対して

交渉開始を申し入れていること、昨年、パソコ

ンによる生産行程管理記録作成ソフトが無償

で公開されましたが、この春にはそれがバージ

ョンアップして、簡易な加工食品（切り干し大

根など）にも対応できるようになったことなど

の報告がありました。（岡田） 

          

 
現在、全国に 60 近い有機 JAS 登録認定機

関があり、相互研鑽、意見集約などを目的に二

つの協議会があります。当協会はそのどちらに

も所属しており、表記の有機 JAS 登録認定機

関協議会の総会が神戸にて開催されました。前

述の連絡会議の日の午前に開かれた総会では、

やはり肥料の適合性判断について、所轄する農

林水産省や都道府県の監督不行き届きが原因

であり、そこの解決が先決ではないかとする意

見書を、協議会として提出することが確認され

ました。（岡田） 

 

 

 

 

 
 そして、もう一方の日本有機食品認定連絡協

議会の総会も開催されました。こちらの協議会

では、有機酒類を農林物資に加えるべく、農林

水産省や財務省に要望を出すとともに、啓発の

ためのリーフレットを作成すること、年間 4回

程度の学習会を実施することなどを確認しま

した。（岡田） 
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2016 年度第２回の理事会が開催され、前回

理事会からの活動・収支報告などについての話

し合いが行われました。 

 

 
新規検査 4 件（有機農産物の生産行程管理者

1 件、有機加工食品の生産行程管理者 1 件、有

機農産物の小分け業者 2 件）、年次調査 25 件

（有機農産物の生産行程管理者 7件、有機加工

食品の生産行程管理者 9件、小分け業者 7件、

輸入業者 2 件）の他に追加ほ場が 3件でした。 

 

 
6/14 に有機加工食品、6/23に有機農産物

を対象とした講習会を開催しました。参加者は

計7名でした。また、個別講習会を当協会事務

所にて（6/21）、出張講習会を大阪（6/1）、

京都（6/28）、長崎（7/22）、東京（7/25）

にて開催しました。 

 

↑6/23 の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

有機農産物の生産行程管理者で、個人の生産

者です。もともとはシステムエンジニアをされ

ていたそうですが、脱サラで新規就農されまし

た。野菜全般を生産されています。 

 
HP：http://www.yasai-shiro.com/index.html 

FB：https://www.facebook.com/kiyoshi.imagawa.963 

 

  

                    

    
 

有機農産物の小分け業者で、精米をされてい

ます。その出荷量は大阪府下で第 1位だそうで

す。明るくて清潔な工場で、スタッフの皆さん

の元気な挨拶の声が大変印象的でした。 

 
HP：http://kohnan.co.jp/ 

FB：

https://www.facebook.com/minamisachikohnan?ref=tn_

tnmn 

 

 

事業者の皆様には、6 月 23 日

付でお知らせ文書をメールまたは郵送でお送り

させていただきましたが、内容を確認していた

だきましたでしょうか。非常に重要度の高いも

のですので、しっかり確認をお願いします。今

回のお知らせは大きく２つあります。 

 
有機農産物の生産行程管理者が対象で、外部

から調達して、ほ場に投入したり、育苗に使用

する肥料及び土壌改良資材について、有機 JAS

規格別表1に適合しているかどうかの判断手順

が改訂されました。 

野菜の城（愛知県知多郡阿久比町）野菜の城（愛知県知多郡阿久比町）野菜の城（愛知県知多郡阿久比町）野菜の城（愛知県知多郡阿久比町）    
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３３３３．．．．お知らせお知らせお知らせお知らせ    

■■■■    理事会理事会理事会理事会（６（６（６（６/1/1/1/1３）３）３）３） 

    

■■■■有機有機有機有機 JASJASJASJAS 講習会講習会講習会講習会（（（（6/6/6/6/14141414、、、、23232323））））    

    

■資材の適合性判断手順書改定について■資材の適合性判断手順書改定について■資材の適合性判断手順書改定について■資材の適合性判断手順書改定について    

    

 



－4－ 

① 原材料が複数あるもの、また原材料に使わ

れている原材料がさらに複数あるものにつ

いては、そのすべてについて製造工程図と、

別表 1 の基準に適合している（天然物由来

であること、科学的処理を行っていないこ

と、組換えＤＮＡ由来の原料でないこと）

ことの証明書が必要。 

② 初めて使用する資材については、まず事業

者が適合性を確認したうえで、認定機関に

確認をとってから使用する.。 

 

という上記の 2点がポイントです。これは被

害者にならないための自衛手段です。 

本来は不適合資材が流通・販売されないよう

に、国や都道府県が肥料メーカーへの監督・指

導をもっと徹底するべきところだと思いますが、

現状はまだその体制が整っていないことから、

自分の身は自分で守るしかないということです。 

 

 
 次に、6 月 1 日に公示されたＪＡＳ法施行規

則の改正についてで、これはすべての事業者が

対象です。前述の「資材の適合性判断基準」に

ついてが、「不適合資材によって被害者になら

ないための自衛手段」であったわけですが、こ

の法令改正は、「それでも被害者になってしま

ったらどうするか」という観点に基づいて見直

されました。ここでのポイントは以下の３つ。 

 

① 不適合資材を使用したほ場で収穫された農

産物であることが特定できるように、ＪＡ

Ｓマークの下に「認定番号」の記載を義務

化する。 

 

② またその場合、各種記録書類で確実にトレ

ースできるように、書類の保存期間を生

産・製造する食品の賞味期限と整合するよ

うに内部規程を改定する（格付規程等の記

録書類の保存期間も同様に改定する）。 

 

③ さらに、すでに出荷してしまったものにつ

いての処置を格付（表示）規程に定める。 

 

そして、この 3点の改定期限ですが、 

 

上記①については、当協会の事業者の皆様の場

合、すでにほとんどが番号を記載されています

が、一部に記載のないケースがあり、その場合

最長 2019年 8 月までの猶予があります。 

②③はいずれも、ＪＡＳ法では 2017 年 5 月

31 日が期限となっていまが、先日のお知らせ

では9月30日をめどに改訂していただくよう

お願いしています。これは、確実に改定が完了

したことを当協会として確認するために早め

させていただいていることをご了承ください。 

 

 

 
 

◆ 8 月 10日(水)：オーガニック大阪世話人会 

◆ 8 月 26 日(金)：資材講習会(FAMIC主催) 

◆ 8 月 31 日(水)：理事会 

◆ 9月 5 日(月)：判定委員会 

 

８月１１日（木）から８月１６日（火）は事務

局のお盆休みになっております。よろしくお願

いいたします。 

 

 

    
 

今年の５月から事務局にお世話になってい

ます岩下綾子です。娘のアトピー性皮膚炎がき

っかけで、食事を含む“生活をしていくこと”

と“自然環境”の関わりについて意識するよう

になりました。消費者という立場からだけの視

点ではなく、より深く有機農業について勉強し

ていきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

（大阪府在住、夫、娘、息子の４人家族です） 
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暑中お見舞い申し上げます 

岩下 

岡田 

片岡 


